
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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◇東蒲中、羽田中の学区変更により、昭和２８年９月に開校。今年度、開校７１周年を迎える。都内で８校しかない夜間学級設置校でもある。
◇生徒数４１９名、学級数１３学級、教員数２９名（夜間学級含）
◇特色ある教育活動としては、特に次の５点が挙げられる。①大田区人権教育研究協力校として、人権感覚を高めるための取組を、夜間学級や近隣の小学校とも連携を図りながら実践している。②「いじめ防止プログラム」「職場体験」「福祉体験」など
体験的な取組を重視し、生徒の自己肯定感の高揚を図っている。③地域との連携に力を入れている。特に、防災教育については、町会及び関係機関と連携した学校防災活動拠点訓練の実施を通して防災・安全についての意識を高めている。④大田
区不登校対策事業実施校として、教育センターや適応指導教室、小学校との連携を図り、不登校の改善や未然防止のための取組を行っている。⑤生徒会・委員会活動、学校行事、部活動などを通して、生徒の自主性を育て、生徒主体の活動ができる
ようにしている。

大項目 方向性 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

社会の様々な課題を
自分事として捉え、主
体的に考え、他者と協
働し、問題解決していく
意欲や、予測困難な未
来社会を切り拓いてい
くために重要な創造力
や課題解決力、情報
活用能力を育成しま
す。

①STEAM教育等の
教科等横断的な学
びや科学教育を推
進し、課題解決力
や新たな価値を創
造する力の育成を
図っている。

４

100
%

➀生徒による学校生活アン
ケートで「学習用タブレットを
授業や家庭学習で有効に活
用している」という問に「そう
思う」または「どちらかという
とそう思う」と答えた生徒の
割合

４：90％以上
３：80％以上90％未満
２：60％以上80％未満
１：60％未満

➀  82.8%

②生徒による学校生活アン
ケートで「体育祭・生徒発表
会は楽しく充実していた」と
いう問に「そう思う」または
「どちらかというとそう思う」と
答えた生徒の割合

４：90％以上
３：80％以上90％未満
２：60％以上80％未満
１：60％未満

②  96.5%

89.65%(90%)

４

4

◇理科の授業では、観察や実験を重視す
るだけでなく、指導教諭や理科指導専門
員の助言を取り入れ、授業方法の仕方を
研究し、生徒の探究心を育んでいる。

◇美術の授業では、外部から新進気鋭の
芸術家を呼び、新たな視点で者を捉える
授業を実施した。

◇技術家庭においては、ものづくりを通し
て、自分で自ら構想して創造し、作り出す
力の育成が図れた。

◇数学の授業では、少人数授業を展開
し、課題解決力をはぐくむ授業を実施し
た。

◇ICTを積極的に活用し、オクリンクプラス
を使用し、生徒が自由に発言するだけで
なく、他者の意見を参考に考える力や協
働して問題解決す力を育んでいる。

◇体育祭や生徒発表会を通して、クラスで
話し合いや練習を重ね、問題解決を図り
ながら、各行事を成功させた。

◇各教科の授業でタブレットに課題を提示
し、家庭で取り組み、成果物をタブレットで
提出させた。
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評価は適切と考えます。

学習用タブレットについて
は、こども達からは良い意見
をきている。

体育祭、生徒発表会はコロナ
が明け、よりこどもたちのパ
ワー、やる気を感じた。

STEAM教育の充実を希望し
ます。

②学校内外での
様々な体験活動や
自己評価する習慣
づくりを推進し、自
ら考え判断する力
や、他者と協働して
いく力の育成を図っ
ている。

４

100
%

３

Ｂ 1

③情報技術を適切
に活用した授業の
実施を通して、情報
活用能力の育成を
図っている。

３

88.9
%

２

Ｃ

１

Ｄ

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市
お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的なコ
ミュニケーション能力を
高めるとともに、我が
国や郷土の伝統文化
に触れ、尊重する心
や、協力していく態度
を育成します。また、国
際社会・地域社会に関
心をもち、持続可能な
社会を形成していく態
度を形成します。

①外国語教育指導
員の活用などによ
り、英語に慣れ親し
みながら会話をす
る機会を増やし、英
語力やコミュニケー
ション能力の向上、
豊かな国際感覚の
育成を図っている。

２

72.2
%

➀生徒による学校生活アン
ケートで「ALTの授業に楽しく
取り組めている」という問に
「そう思う」または「どちらかと
いうとそう思う」と答えた生徒
の割合

４：90％以上
３：80％以上90％未満
２：60％以上80％未満
１：60％未満

➀90.2%

②生徒による学校生活アン
ケートで「地域の活動に関心
があり、参加しようと思う」と
いう問に「そう思う」または
「どちらかというとそう思う」と
答えた生徒の割合

４：90％以上
３：80％以上90％未満
２：60％以上80％未満
１：60％未満

② 49.9%

70.05%

４

③現代社会におけ
る地球規模の課題
を自分事として捉
え、その解決に向
けて考え、行動する
力の図っている。

２

72.2
%

２

評価は適切と考えます。

地域活動の活躍の場が少な
いので、こどもたちにはかわ
いそうな気がする。

Hearing,Speaking,Communica
tionそれぞれのLanguageは
違ってもできることは、素晴ら
しいと思います。

ALT教育頑張ってください。

②我が国や郷土の
伝統や文化の学
習、人権教育を推
進し、自分とは異な
る文化や価値観を
もつ相手を理解し、
互いに尊重し合う
心の育成を図って
いる。

３

94.4
%

３

Ｂ 3

Ｃ

１

Ｄ

3

◇英語の授業で、ALTによるインタビュー
テストや教科書のTALKコーナー等を活用
し、生徒とのコミュニケーションや表現の
単元で会話の機会を増やしている。

◇英語の授業では読み、書くことにも力を
注ぎ、国際社会に対応しうる基礎学力を
付ける努力し、全員英検を実施、英語に
対する力を育んでいる。

◇道徳の時間や総合的な学習の時間を
活用して人権教育に取り組み、生徒達が
調べ発表する機会を通して、人権課題を
正しく理解し、よりよく生きる考えや実践力
を深めた。

◇地元の祭礼やイベントにボランティアや
部活動が多く参加し地域行事にかかわる
ことと通して、地域に貢献する一員として
の自覚を高めた。

◇課題としては、地域の活動への参加率
を高める。
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個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊かな人
生を生きていく上で基
礎となる力として、豊か
な心や確かな学力、健
やかな体を育成しま
す。また、乳幼児期か
ら中学校までの一貫性
のある教育を推進しま
す。

①道徳科を中心と
した各教科等での
学習などを通じて継
続的に道徳教育を
実施し、豊かな情操
や道徳心の育成を
図っている。

３

94.4
%

➀生徒による学校生活アン
ケートで「相手を思いやり、
尊重する態度を大切にして
学校生活を送っている」とい
う問に「そう思う」または「どち
らかというとそう思う」と答え
た生徒の割合

４：90％以上
３：80％以上90％未満
２：60％以上80％未満
１：60％未満

➀ 96.0%

②生徒による学校生活アン
ケートで「授業中は、学習に
集中して取り組んでいる」と
いう問に「そう思う」または
「どちらかというとそう思う」と
答えた生徒の割合

４：90％以上
３：80％以上90％未満
２：60％以上80％未満
１：60％未満

②91.1%

93.6%

４

③体育や保健体育
の授業など様々な
機会を通して、健康
教育や食育を推進
し、基本的な生活習
慣の確立を図って
いる。

３

88.9
%

２

④乳幼児期から中
学校まで円滑な接
続を行うため、保幼
小の連携や小中一
貫の視点に立った
教育を行っている。

評価は適切と考えます。

精神と肉体を鍛錬することは
重要で特に１０代で基礎基盤
を構築していただきたいと思
います。

②学習習熟度に応
じた指導や個に応
じた学習支援、各
種検定の実施を通
して、すべてのこど
もに確かな学力の
育成を図っている。

３

94.4
%

３

Ｂ 1

Ｃ

３

88.9
%

１

Ｄ

4

◇道徳授業地区公開講座では、命の大切
さをテーマを全校生徒に向けて講演会を
開き、生命尊重や他者を尊重する態度に
ついて全校で考える時間を作った。

◇従来の道徳の教科書を使用しての授業
だけでなく、日頃の生徒指導の中で他者
を思いやる取り組みを実施している。

◇各教科で単元が終わるごとに小テスト
をまとめ、テストを行うなど年間と通して、
基礎学力の定着を図った。

◇英語、数学の少人数授業を展開し、生
徒一人一人の基礎学力の定着を図った。

◇小中連携の観点から、小学校・中学校
の相互の授業観察や部活動体験、授業
体験を通して、小学校から中学校へのス
ムーズな進学を目指している。

◇学校の特色である「いじめ防止プログラ
ム」（1年）、「人権作文」（2年）、「福祉体
験」（3年）などの学年ごとの取組に加え、
社会科や家庭科を中心に人権に対する授
業の充実を図った。

◇今年度は栄養教諭が給食指導だけで
なく、社会科や家庭科、保健体育の授業
で食育を実施し、食を通し産地や流通、栄
養、健康な体など横断的な学習に取り組
んだ。

◇保健だよりや給食だよりを通じて「早
寝・早起き・朝ごはん」を啓発すると同時
に、毎日の昼の校内放送を活用して食育
や健康を推進している。

Ａ 8



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％
未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％
未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

校内研究等のOJTの
充実を通して、教師の
授業力を向上させま
す。また、質の高い教
育を実現するため、学
校の組織的な運営力
を向上します。あわせ
て、教師がやりがいを
もって働くことができる
魅力的な環境づくりを
進めます。

①児童・生徒一人
ひとりの可能性を引
き出す個別最適な
学びと協働的な学
びの一体的な充実
の視点による授業
改善を行っている。

４

100
%

➀生徒による学校生活アン
ケートで「分かりやすい授業
が行われている」という問い
に「そう思う」または「どちら
かというとそう思う」と答えた
生徒の割合

４：90％以上
３：80％以上90％未満
２：60％以上80％未満
１：60％未満

➀ 91.0%

②保護者による学校生活ア
ンケートで「子どもにとって、
分かりやすい授業が行われ
ている」という問いに「そう思
う」または「どちらかというと
そう思う」と答えた保護者の
割合

４：90％以上
３：80％以上90％未満
２：60％以上80％未満
１：60％未満

②82.3%

86.65%

４

③教職員の業務適
正化等に取り組
み、児童・生徒に教
員が向き合う時間
を確保する等、ウェ
ルビーイングを高め
る取組を行ってい
る。

３

83.3
%

２

評価は適切と考えます。

地域や保護者がなかなか判
断がつかない。

②教職員がそれぞ
れの専門性を生か
したり、地域の特色
を生かしたりして教
育活動を行ってい
る。

４

100
%

３

Ｂ 2

Ｃ

１

Ｄ

3

◇一学期の大田区の学習効果測定や全
国学力調査の結果を踏まえて、授業改善
プランを全教科で作成し、２学期から学力
向上に向けた授業づくりを展開した。

◇学力向上をテーマに生徒理解に基づく
授業や学習意欲を高める授業、ICTの効
果的な活用授業に一年間通して研修に取
り組み、教員の授業力向上を図った。

◇新規採用教員の授業観察や指導教諭
の研究授業等で授業力向上を図った。

◇研究授業を通して、教員相互で学びあ
い、助言し合いながら、生徒が理解しやす
い授業の研究を行っている。

◇生徒が理解できるようにICTを活用し動
画や映像を見せたり、実験を行うことで生
徒が視覚からはいれるように工夫した授
業を展開した。

◇教員の研修にLGBTQのテーマで夜間
の教員を含めて、性的マイノリティに対す
る理解を深めた。

◇６月、１１月にWebQUを行い、生徒理解
に基づいたよりよい授業のあり方につい
て教員研修を深めた。

Ａ 6

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す 困難のある児童・生徒

一人ひとりの状況にあ
わせて教育環境を整
えるとともに、相談機
能の充実を図ること
で、すべての児童・生
徒が自分らしくいきい
きと生きるための学び
を支援します。

①インクルーシブ教
育システムの構築
に向けて、教員の
資質・能力の向上
や校内における支
援体制の充実、特
別支援教室巡回指
導教員との連携等
を行っている。

４

100
%

➀生徒による学校生活アン
ケートで「先生たちは、質問
や相談に親身に対応してく
れている」という問いに「そう
思う」または「どちらかという
とそう思う」と答えた生徒の
割合

４：90％以上
３：80％以上90％未満
２：60％以上80％未満
１：60％未満

①93.7％

②保護者による学校生活ア
ンケートで「子どもの学校生
活や学習の課題に、学校は
適切に対応している」という
問いに「そう思い」または「ど
ちらかというとそう思う」と答
えた保護者の割合

４：90％以上
３：80％以上90％未満
２：60％以上80％未満
１：60％未満

②87.4%

９０．５５％

４

③スクールカウンセ
ラーやスクールソー
シャルワーカーとの
連携等、児童・生
徒・保護者が相談し
やすい環境を整備
し、一人ひとりの能
力や可能性を最大
限に伸ばすことを意
図した指導や支援
を行っている。

４

100
%

２

評価は適切と考えます。

②学校いじめ防止
基本方針に沿って、
いじめの未然防
止、早期発見、早期
対応等のための組
織的な対応を実施
している。

４

100
%

３

Ｂ

Ｃ

１

Ｄ

4

◇週に１度、登校支援会議や特別支援会
議を実施し、教員間での情報共有を行
い、学校全体で対応できるように取り組ん
でいる。

◇スクールカウンセラーへの相談体制を
充実させるとともに生徒、保護者、教員の
三者による年２回の教育相談週間を設
け、きめ細かく生徒の悩みや相談にかか
わっている

◇生活指導部会を中心に情報共有をした
り、いじめ問題だけでなく、未然に防止で
きるように対策を行っている。

◇具体的な特別支援策や効果的な学び
のあり方について、SCや巡回心理士に生
徒の様子を観察するだけでなく、声かけや
時には相談やカウンセリングを行、必要に
応じてケース会議の開催や子ども家庭支
援センター、児童相談所と連携してい
る。。

◇特別支援教室を活用し、特性のある生
徒がクラスで学級活動ができるように個
別、小集団の支援を実施した。

◇不登校傾向にある生徒に対し、別室で
の授業を行い、学習指導や進路指導等も
実施した。

◇年間３回のいじめにかかわるふれあい
アンケートの実施や毎朝提出する「わすれ
ないぞう」の連絡ノートを活用して、いじめ
に関わる早期発見や解決を図ることがで
きた。
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個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
を
つ

く
り
ま
す

学校施設について、
ICT環境等の教育環境
の整備を推進するとと
もに、児童・生徒の安
全・安心を向上させる
ための教育を推進しま
す。

①学校や地域の伝
統・特色や、安心・
安全な学校生活づ
くりを踏まえて、学
習環境を整備して
いる。

４

100
%

➀生徒による学校生活アン
ケートで「健康や安全を大切
にして学校生活や学習を
行っている」という問いに「そ
う思う」または「どちらかとい
うとそう思う」と答えた生徒の
割合

４：90％以上
３：80％以上90％未満
２：60％以上80％未満
１：60％未満

➀ 97.1%

②保護者による学校生活ア
ンケートで「学校では、施設・
設備の整備・修理は適切に
実施されている」という問い
に「そう思う」または「どちら
かというとそう思う」と答えた
保護者の割合

４：90％以上
３：80％以上90％未満
２：60％以上80％未満
１：60％未満

②91.4%

94.25％

４

２

評価は適切と考えます。

③避難訓練や安全
指導日などを通し
て、危険や災害に
対する教育を関係
機関と連携しながら
進めている。

４

100
%

３

Ｂ

Ｃ

１

Ｄ

4

◇体育祭で熱中症対策として、濡れタオ
ルやペットボトルを凍らせたものを生徒に
持参させた。

◇毎朝管理職各学年の教員が巡回し、異
変を感じた場合は、主事等と相談し、補
修、修理を行っている。

◇毎月、避難訓練を実施し、学校で地震、
火災、不審者の対応について、生徒自身
が身を守る方法を指導している。

◇毎日、水質検査を行い、安全な飲料水
の提供している。

Ａ 8

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティの核と
しての学校づくりや地
域の特色を生かした学
校づくりを進めるととも
に、学校・家庭・地域が
連携・協働して、地域
社会全体でこどもたち
を育成します。

①「地域コミュニティ
の核としての学校
づくり」を目指して地
域と学校が連携・協
働した様々な活動
を実施している。

３

88.9
%

➀保護者による学校生活ア
ンケートで「学校は、地域の
力（保護者以外）を子どもた
ちの教育活動に活かしてい
る」という問いに「そう思う」ま
たは「どちらかというとそう思
う」と答えた保護者の割合

４：90％以上
３：80％以上90％未満
２：60％以上80％未満
１：60％未満

➀ 63.2%
②保護者による学校生活ア
ンケートで「学校の様子を
HP・メールや学校からの案
内プリント等で知ることがで
きる」という問いに「そう思う」
または「どちらかというとそう
思う」と答えた保護者の割合

４：90％以上
３：80％以上90％未満
２：60％以上80％未満
１：60％未満

②88.0%

75.6％

４

③家庭教育に関す
る情報の発信や
PTAなどと連携した
講演会・学習会、ま
たはその双方を実
施している。

３

88.9
%

２

評価は適切と考えます。

保護者自身がなかなか地域
にかかわらので、評価が低い
のは必然。

②登下校の見守り
活動等の、児童・生
徒の健全育成や安
全指導に係る取組
を地域の協力によ
り実施している。

３

88.3
%

３

Ｂ 2

1

１

Ｄ

3

◇学校だよりや給食の献立を毎月１回更
新するだけでなく、学校のHPや学びポケッ
トを活用し、保護者や地域に学校の情報
を発信した。

◇登下校の見守りやPTAの挨拶当番をす
ることで、学校全体で生徒を見守る体制が
取れた。

◇学期に１回の地域連絡教育連絡協議
会で学校の情報を具体的に報告してい
る。学校行事の公開にPTAの協力が得ら
れている。

◇職場体験や福祉体験、金融授業など地
域や民間企業など力を活用し、生徒一人
一人に社会性や将来を見据えた力を図っ
た。

◇防災活動拠点訓練に１年生全員や夜
間学級の生徒、全教員、２，３年生の有志
が参加することで、地域や関連機関との
連携が進められている。

Ａ 5

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点につ
いて、 評価した人数を記載する。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

Ｃ


